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qpC , の頂点 ),( qp は、 1C 上の点であるから 2pq   

222 )( ppxax  とすると 
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qpC , と 1C の 2つの交点のうち、 qpC , の頂点でない方の x座標は、 p
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 における、 qpC , と 1C の接線が直交するから、 1)(22  pxax に代入すると 
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1a であるから、 0)1( 2 a であり、このように表される実数 p が存在するためには 

 0)1( aa  01  a  ……(答) 


